
遅い春、そして一向に絶えない白濁水

真光寺川を清流にする会  山 口拓郎

今年は例年に比し遅い春の訪れでした。4月に入っても権現橋たもとの桜も固い誉をつけた

ままでした。4月 3日これまで経験したこともない猛烈な風雨に襲われました。上空と地上の極

端な温度差が生み出す
"爆
弾低気圧

"と
呼ばれる現象だそうです。ここのところ各地で異常気

象発生が報ぜられるようになつてきました。地球が悲鳴を挙げているのでしようか。真光寺川の

流れも一向にきれいになりません。雨で増水するのは自然ですが、異常に白濁するのが気に

なります。その原因を探索していましたが、次第に 明 らかになってきたようです。
この度、「真光寺川を清流にする会」の代表を山本さんに引き受けて頂くことになりました。こ

の会は20 0 0年 1月にエコネット町田の真光寺部会としてスタートいたしました。当時、鶴川駅

前にあつた焼鳥屋にエコネットのメンバー8名が集まり「子供たちが遊べるきれいな川にした
い」と話合いました。「真光寺川を清流にする会」という名前もその場で決まりました。このレポ
ートは会として記録を残しておきたいという意図で行事、イベントを中心に報告してまいり●
た。引続き担当することになりましたのでよろしくお願いいたします。

(2月 )

2月  9日 (本)塁 親通信発行 。一木会
14時、支所で印刷、発行作業。山本、黒田、

野田さん。18時から魚民で一木会、山本
″
、黒

田、岩上、吉田、久山、山岡さん。6月、真光
寺川で実施の市民大学環境体験講座の進め

方について話合うの

2月 12日 (日)北 部丘陵里山散策
2月の清掃作業 日は作業が出来ないので散策

に当てることになっている。今回は北部丘陵の
「奈良ばい谷戸」が選ばれた。会員の岩上、桜

井さん等が里山保全活動をされている地域で

ある。9時半に「小樽寿司」駐車場に集合、参
加 13名。快晴に恵まれ、歴史的にも由緒ある

図師・小野路歴史保全地域の散策を楽しむこ

とができたようだ。小生、脚の調子が今一つで

残念ながら参加できなかった。

2月 21日 (火)南 東建より連絡

2月 23日 (本)「クレイン東京」のデータ
黒田さんが環境保全課から入手したデーター

をメールして下さる。BO D、 透視度等劣悪。

{3月 l

3月 2日 (金)白 濁水追跡
前日の降雪により自濁、黒園さんと「クレイン東

しただ橋上流に設置した蛇篭につき、農家の  2月 27日 (月)白 濁写真を送付
方から採水しにくいので改善してほしいと要請  黒 田さんから白濁水流出の写真をメールで環
があつたので近々工事を行うとのこと。     境 保全課に届ける。

京」下に急行する。既に自濁水の排出は終つ

ており痕跡を認めることはできなかつた。排水

口近くのお宅の奥さんの話によると「雨の後は

しょっちゅう異臭のする白濁水が排出されてい

る」とのこと。今後、排水が見られた時には、す

ぐ連絡してもらうようお願いする。

3月  8日 (木)里 親通信発行 日一本会 、
外出先から支所に直行する。14時から支所で

里親通信の発行作業。山本、黒日、野口さん。

夕方、魚民にて一木会G山本、黒画、岩上、山

岡、吉日、久山さん。自濁水追跡の経緯を報告

し、今後の対策について話合う。

S握 !窯療降塚 亀褒曝窪悉されるので6時半

下堰親水へ。ジョギング中の野田さんに合う。

二人で矢崎橋まで投棄された2台の自転車を

確かめに行く。

9時半に集合。8名参加。先ず、皆で自転車を

引き上げた後、それぞれの持ち場の作業にか

かる。いつもより増水しており作業は難渋する。

自転車2台、ゴミ14袋を回収。

3月 22日 (木)鶴 三小 ・卒業式

今年も80名の子供たちが巣立って行つた。
一人、一人卒業証書を受け取る前に壇上で元

気よく将来の抱負を表明する。この日のことを

生涯忘れることはないだろう。
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「クレイン東京」緋水口下流の白濁水|!

(黒田氏撮影) f
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4月  3日 爆弾低気圧

荒れ模様の天気予報、果たせるかな午後3時

頃から叩き付けるような雷雨となる。ここのとこ

ろ異常気象が頻発し懸念される。

4月 6日 里親通信発行 ・―木会

14時から支所で発行業務、山本、黒田、桜井、

吉田さん。学校へ配布の際、鶴三小で新任の

貝原校長に挨拶する。高原前校長は教育委

員会に転出された由。

16時から魚民で一木会、山本、黒田、吉田、

生江さん。代表交替の事務引き継ぎ等。

4月  8日 (日)清 掃作業

桜満開、快晴。11名 参加。前月は増水のため

拾い残しがあり、平常月の倍ほどのゴミ30袋 を

回収する。また権現橋のたもとには大量の床敷

きマットが放棄されており回収に苦戦する。

水温み作業は快適。小田急線鉄橋の上流では

ナマズが泳いでいるのを見かけた由。

4月 20日 (金)エ コフエスタ報告書

鶴二小に55冊 届ける。毎年、4年 生が充実し

た発表を行い高い評価を得ている。今回は子

供たちの感想文に力日えて、横田・瀬)||さんが

取材した、高原校長の教育方針と校歌が掲載

されている。宇都宮副校長から、今年も4年生

が張り切つて準備を進めている由話があつた。

4月 17日 (火)真 光寺中から申入れ

以前は1年生を対象に出前講座と下堰親水周

辺で清掃作業をすることが恒例になつていた。

校長先生が異動され2年ほどプランクがあつた

が、今年は5月 11日 に出前講座、17日 に体勝

学習を実施したいとのこと。復活したのは喜ば

しV こヽとだ。

4月 26日 (木)麻 生総合高校から申入れ

毎年、「産業社会と人間」というテ
ーマで体験

学習をして実施してきた。今年も11月 15日 に

25名 を予定しているとのこと。喜んで受け入

れたいので例年の実施資料を送付してもらう

ようお願いする。

(この項おわり)

2月 24日 (金)白 濁水追跡
前夜の雨で流れは自濁し、透視度も低下して
しまった。黒田さんが追跡したところ「いずみ
霊園」の辺りから流出しているらしいとのこと。
環境保全課に連絡し、現場に急行してもらう。
その痕跡は見あたらなかった由連絡がある。

2月 25日 (土)再 度、自濁水追跡
激しい雨、又々白濁。黒田さんが追跡し遂に
「クレイン東京」下の排水溝から流出している
現場をカメラに収めることが出来たとのこと。
やはり、そうだったかの感を強くする。

2月 26日 (日)エ コネット町田例会ど簿巻
黒田さんからメールしてもらった写真をもとに白
濁水排出の状況を報告する。排出の現場に「ク
レイン東京」を立会わせ事実を認識してもらうこ
とが必要ではないかとの意見が多かった。


